
プリコートポンプ出口流量計

流
れ

添付資料使用済燃料貯蔵池冷却系概略系統図

ポンプＢ（運転中）

スキマサージタンク

ポンプＡ（待機中）
脱塩器

熱交換器Ｂ

使用済燃料貯蔵池

熱交換器Ａ

［流量計上部状況］  （漏えい箇所）

フィルタシステム概略図

フィルタシステム

プリコートポンプ出口流量計構造図

【流量計仕様】

材質：アクリル樹脂

外形：フランジ約２１０ｍｍ

　　　　テーパー管（入口）約１２５ｍｍ

　　　テーパー管（出口）約１９５ｍｍ

長さ：約５５０ｍｍ

パッキン材質：エチレンプロピレンゴム

所定の位置から

ずれた上部パッキン

芯ずれ

［当該流量計取り付け後の状態］

出口配管（フリーな状態）

入口配管

入口配管

（サポートにより固定）

フランジ部

により固定

元の位置に

戻ろうとする力

面圧：大 面圧：小

漏えい発生

（サポートにより

固定された状態）

内部流体からの圧力

入口配管と出口配管に最大約１９ｍｍの

芯ずれがある状態で流量計を取り付け。

出口配管に取付時、流量計上部パッキンの一部の面圧が低下。

復旧操作時の圧力変動により漏えい発生。

漏えいの推定メカニズム

○ 当該流量計は撤去し、出入口配管に閉止板を取付けました。これに伴い、運転手順書を改正します。
○ 格納容器内ガス冷却系に設置されている同じ型式の流量計については、現在、使用していないことから、流量
計を撤去し出入口配管に閉止板を取付けます。復水移送系の流量計については、水漏れが発生し難い金属管式
流量計に取替えます。

（最大約１９ｍｍ）
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上部フランジ部が

開こうとする力

テーパー管が

開こうとする力
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熱交換器より

：通常時の流れ
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起動時の流れ

：空気作動弁

：流量制御弁
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（待機中）
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対策

水漏れ箇所
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